
自らの命、家族の命を守るために！
適時適切な避難を行うために、家族や地域で確認しましょう。

ステップ
① 自宅や学校・職場には、どのような危険があるのか確認しましょう。

ステップ
② 行政機関から提供される防災情報　について確認しましょう。

□防災マップを見て、土砂災害が起こりやすい場所はないか等、自宅や学校・職場等のよく立ち入る場所には、
　 どのような危険があるのか確認しましょう。

□避難場所（10ページ）を確認し、そこまでの経路や移動手段について
　計画しておきましょう。

□発令される避難情報等、国や都道府県から提供される防災気象情報には、以下のものがあります。

警戒レベル

警戒レベル５

警戒レベル２

警戒レベル１

避難行動

命を守るための最善の行動
をとりましょう。

速やかに避難場所へ避難し
ましょう。
避難場所までの移動が危険
と思われる場合は、近くの
安全な場所への避難や、自
宅内のより安全な場所に避
難をしましょう。

避難に時間を要する人（高
齢の方、障がいのある方、
 乳幼児等）とその支援者は
避難を開始しましょう。そ
の他の人は、避難の準備を
整えましょう。

避難に備え、防災マップ等
により、自らの避難行動を
確認しましょう。

災害への心構えを高めま
しょう。 早期注意情報

※１

※２

気象等情報
洪水浸水区域 土砂災害警戒区域

土砂災害
警戒情報 等

大雨警報 等氾濫警戒情報
洪水警報 等

大雨注意報 等氾濫注意情報
洪水注意報 等

氾濫発生情報
等

大雨特別警報
等

氾濫危険情報
等

既に災害が発生している状
況です。

避難情報

避難準備・
高齢者等避難開始

災害発生情報
※３

)
避難勧告
避難指示(緊急

※４
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警戒レベル４
危険な場所から
全員避難（  　　　）

警戒レベル３
危険な場所から
高齢者等は避難（  　　　）
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※１　情報の入手方法については、裏表紙をご確認ください。
※２　必ずしも、この順番で発令されるとは限らないので、ご注意ください。
※３　災害発生情報は、災害が発生していることを把握した場合に可能な範囲で発令するものであり、

必ず発令されるものではないことに留意してください。
※４　避難指示（緊急）は、地域の状況に応じて緊急的又は重ねて避難を促す場合などに発令されるも

のであり、必ず発令されるものではないことに留意してください。

町民のみなさまへ

災害の備えは大丈夫でしょうか。近年、集中豪雨や台風などによる災害が相次いで発生して
います。特に雨の降り方が局地化、集中化し全国各地で甚大な被害がでており、これらを踏まえ
た防災気象情報の改善や警戒レベルの導入などによる避難情報の改善がなされています。

また全国的に新型コロナウイルス感染症が蔓延する状況において、風水害や地震などにより
避難所を開設する場合には、十分な換気やスペースの確保など感染リスクを軽減する対応とと
もに、町民皆さんの事前の準備や避難が必要かどうかなどについて、災害時の対応が必要です。

そこで町では、町内における危険箇所や防災情報などを掲載した防災マップを更新しました。
自然災害を防ぐことはできませんが、町民の皆さん一人ひとりや家族、地域ぐるみでの日ごろ

からの防災対策と、災害時の適切な対応により被害を軽減・防止することはできます。

ぜひ、ご家庭の目につくところにこの防災マップを備えていただき、家庭や地域での防災に対
するお話をされる際などにご活用ください。

平　泉　町

索　　引

みなさん一人ひとりが防災の主役

町民のみなさまへ・索引・防災マップの使い方 1

自らの命、家族の命を守るために！ 2

風水害対策 3 

土砂災害警戒区域等 　

・土砂災害の種類 

洪水ハザード情報について 5

地震対策 6

わが家の防災対策＆チェック 7

わが家の防災メモ　非常時持出品の準備＆チェック 8

災害時の感染症対策 9

指定緊急避難場所・指定避難所一覧 10

平泉町全体図 11・12

平泉町防災マップ1～7 13～26

防災情報収集方法、災害用伝言ダイヤル 裏表紙

防災関係機関連絡先、奥付
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自宅の場所を確認しましょう
・家の場所を防災マップに書き込みましょう。
自宅周辺の危険なところを確認しましょう
・自宅の周辺に土砂災害警戒区域や浸水想定区域など
が無いか、確認しましょう。
避難する場所や避難ルートを確認しましょう
・災害別に緊急避難する場所を家族で相談し、避難
ルートをマップに書き込みましょう。
・実際に歩いて安全なルートを調べましょう。

危険な箇所、注意が必要な箇所に印（マーク）をつけよう
・物が落ちたり、倒れてくる（看板、ブロック塀、自動販売機など）。
・土砂災害や浸水の危険がある（崖、むき出しの斜面、用水路など）。
災害が起きたときに役立つ場所に印（マーク）をつけよう
・飲み水が手に入るところ。
・コンビニ、公衆電話、公衆トイレ、ガソリンスタンドなど。
防災マップの記事を活用しよう
・非常時持出品、非常時用備蓄品を確認しましょう。
・「わが家の防災メモ」に家族情報を記入しましょう。
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